
 

 
 
 
 

 

施策の体系 

   

 

１．生活環境・
  快適環境 

２．資源循環・ 

  廃棄物対策

３．自然環境 

４．地球環境・ 

  温暖化対策

           

 （１)公害のない快適な生活環境づくり
 （２）良好な景観の保全
 （３）まちなかの緑化
 （４）適正な生活排水処理

 

 （１）環境美化

 （３）グリーン購入の促進

 （１）生物多様性の維持・向上
 （２）水環境の保全
 （３）森林環境の保全

 （４）農地の保全

 （１）再生可能エネルギーの利活用促進
 （２）省エネルギーの推進
 （３）地球環境にやさしい交通対策の推進

 （４）低炭素社会構築に向けた事業所支援の促進 

 （１）環境教育の促進
 （２）環境活動団体の育成
 （３）普及・啓発の担い手の育成 

                      

 大気環境の保全 水質浄化 騒音・振動の防止 悪臭の防止 土壌汚染の防止 
 良好な景観の形成 良好な景観の保全・創出 
 街の緑化 公園・緑地の整備 
 下水道の普及 浄化槽設置の促進 し尿くみとりの実施

 ごみ資源化の促進 適正処理の推進 ゼロエミッション 
  不法投棄対策 美化推進重点地域の設定 美化活動の促進 あき地の雑草等の除去 

 グリーン購入の促進

 外来生物対策 アユモドキの保全 身近な生物の生息環境の保全 
 保津川流域の保全 漂着ごみ問題対策 水辺環境の創造 

森林資源の活用促進 森林環境の保全 市民による森づくりの促進 病虫害対策 

有害鳥獣対策 
 農地の保全 新しい農業の導入 地産地消の推進 有害鳥獣対策 

 再生可能エネルギーの活用促進 
 環境マネジメントの推進 省エネルギー対策の実行 
 公共交通の充実 道路交通体系の整備推進 ﾓﾋﾞﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進 

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの推進 低公害車の導入促進 
 環境関連産業の誘致・育成 排出権取引の活用 亀岡発低炭素社会システムの構築 

 学校教育の充実 就学前教育の推進 地球環境子ども村の活用 市民への普及・啓発 
 NPO の育成

 環境学習指導員の育成 
 

施策の方針 施策の内容 施策の大分類 

 共通項目

 市民・事業者との 

連携協力 

望ましい環境像 

 （２）３Ｒの促進
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